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෱
Ҫ
県
で
は
̓
つ
の
޻
ܳ
඼
が
国

の
伝
౷
త
޻
ܳ
඼
に
ࢦ
ఆ
さ
れ
て

い
ま
す
※1
。そ
の
Ұ
つ
、越
લ
࣫
ث
は

̍
̑
̌
̌
೥
の
ྺ
࢙
が
あ
り
、࣫
の
མ

ち
ண
き
の
あ
る
ޫ
୔
や
上
඼
な
՚
や

か
さ
が
ಛ
௃
の
࣫
ث
で
す
。近
೥
は
࣮

༻
త
に
࢖
え
る
業
຿
༻
࣫
ث
の
生
࢈

が
੝
ん
な
࢈
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
࢈
地
に
ਧ
く
新
し
い
෩
が

K
yutarou BLU

E

で
す
。

「
現
代
の
若
い
人
に
越
લ
࣫
ث
を

ී
ஈ
の
生
活
に
取
り
ೖ
れ
て
ほ
し
い
と

考
え
։
ൃ
し
ま
し
た
」と「
ી㆝

う
め
い໌

࣫
ث

ళ
」の
ી
໌
੖は

㇋

ಸな

さ
ん
は
語
り
ま
す
。

ま
ͣ
は
໦
地
の
美
し
さ
や
ృ
り
物

の
ັ
ྗ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
Ί
に
、൒

ಁ
໌
の
ృ
り
※2
を
ࢪ
し
た
̒
৭
の
お
࿶

「
Ϗ
タ
ồ
Χ
ラ
ồ
ζ
໦
࠼
࿶
」を
ൃ

ද
。予
૝
を
上
ճ
る
൓
ڹ
が
あ
り
、そ

の
ޙ
、̒
৭
の
中
で
も
お
٬
さ
ま
か
ら

Ұ
൪
人
ؾ
の
あ
っ
た
੨
৭
に
ಛ
化
し

ま
し
た
。

「
੨
৭
の
食
ث
は
タ
ϒ
ồ
ࢹ
さ
れ
る

܏
޲
が
あ
り
ま
し
た
が
、お
٬
さ
ま
か

ら
の
ࢧ
持
も
あ
り
、ૉ
ఢ
な
食
ث
に
な

る
と
い
う
ࣗ
৴
が
あ
り
ま
し
た
」（
੖

ಸ
さ
ん
）

※１  越前漆器、越前和紙、若狭めのう細工、若狭塗、越前打刃物、越前焼、越前箪笥　
※２  業務用漆器の技術により開発され、食品衛生法をクリアしている安全・安心な「食器用ウレタン塗料」を使用

伝
統
の
越
前
漆
器
の
中
で

進
化
す
る「K

キ
ュ
ウ
タ
ロ
ウ

yutarou
B

ブ
ル
ー

LU
E

」

うるしの里会館   越前漆器の奥深い歴史や、多彩な越前漆器の数々に出合える。（左）館内の三菱エレベーターの意匠も越前塗。（中）「蒔絵の格
ごう
天
てんじょう
井」。

一辺約45cmの格子に花鳥風月の蒔絵が描かれている。（右）重箱、茶道具などから日常的に使用する箸、椀までさまざまな越前漆器を購入できる

曽明漆器店  （左）「Kyutarou BLUE」シリーズ。マットなサラサラな表面が特徴。中性洗剤で洗えるため、手入れもしやすい。（右上）三代目・曽明富
とみ
代
よ
さんと

四代目・晴奈さん母子。富代さんは「越前漆器の魅力を次の世代に引き継いでいってもらいたい」と話す。（右下）「ビターカラーズ 木彩椀」も人気
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シ
Ϧ
ồ
ζ
名
に
は
૑
業
者
の
ી
໌

ㆌٱ
㇞
う

ଠた

࿠ろ
う
の
名
を
取
り
ೖ
れ
ま
し
た
。

現
在
、໌
る
Ί
、ೱ
い
Ί
の
２
৭
が
あ

り
ま
す
が
、職
人
と
の
度
ॏ
な
る
試
行

ࡨ
ޡ
か
ら
生
ま
れ
た
こ
だ
わ
り
の
ϒ

ϧ
ồ
で
も
あ
り
、「
越
લ
の
職
人
だ
か
ら

で
き
る
ણ
ࡉ
な
৭
߹
い
で
す
」（
੖
ಸ
さ

ん
）。新
た
に
੨
࣫
に
よ
る
ث
を
։
ൃ
中

で
、Kyutarou BLU

E

シ
Ϧ
ồ
ζ
を
さ

ら
に
進
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

越
લ
࣫
ث
と
ಉ
様
に
長
い
ྺ
࢙
が

あ
る
越
લ
࿨
ࢴ
で
も
、新
し
い
も
の
ͮ

く
り
が
࢝
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

「
や
な
せ
࿨
ࢴ
」の
㛲や

な

੉㆛

੖は
㇋

夫ㆈ

さ
ん

は
、ᷝふ

す
ま

ࢴ
な
ど
に
࢖
༻
す
る
大
ܕ
の
࿨

ࢴ
を
伝
౷
త
な
手
すࠉ

き
で
ࠉ
い
て
き

ま
し
た
。ॅ
୐
事
৘
が
変
わ
り
、ᷝ
ࢴ

の
ध
ཁ
は
ࠓ
や
จ
化
ࡒ
や
高
ڃ
ॅ
୐

に
ࢭ
ま
り
、大
き
な
৳
び
に
ظ
଴
で
き

な
い
の
が
࣮
৘
で
す
。

こ
う
し
た
中
、「
ر
๬
を
持
て
る
越

લ
࿨
ࢴ
の
໌
日
を
切
り
୓
き
た
い
」と

㛲
੉
さ
ん
が
取
り
૊
ん
だ
の
が
、ἔ
伝

౷
࢈
業
の
ٕ
ज़
を
生
か
し
て
海
֎
で

も
ച
れ
る
঎
඼
ἕを
ื
ू
す
る
ϓ
ロ

δ
ỻ
ク
ト
※3
で
し
た
。若
手
σ
β
Π
ナ
ồ

と
૊
ん
で
、２
࣍
ݩ
の
࿨
ࢴ
に
Ұ
ఆ
の

強
度
を
つ
け
て
立
ମ
త
な
଄
ܗ
ͮ
く

り
を
行
い
ま
し
た
׬。
成
し
た
の
が
、モ

ϧ
ン（
雲
）、ί
ϒ
ϧ（
石
）な
ど
の
名
を
つ

け
た
ࢴ
の
ശ
で
す
。Ұ
見
、こ
れ
が
࿨

ࢴ
？
と
ײ
じ
ら
れ
る
ෆ
思
ٞ
な
ܗ
ঢ়

が
人
ؾ
を
ݺ
び
ࠓ、
で
は
Ϥ
ồ
ロỽ
ύ
や

ア
メ
Ϧ
Χ
か
ら
ί
ン
ス
タ
ン
ト
に
஫
จ

が
ೖ
る
঎
඼
に
ҭ
っ
て
い
ま
す
。

「
࿨
ࢴ
の
原
ྉ
は
ί
ウ
κ
、ミ
π
マ
タ
、

ガ
ン
ϐ
※4
な
ど
天
વ
の
২
物
ણ
ҡ
で

す
。で
き
る
だ
け
ࣗ
વ
の
ૉ
ࡐ
を
生
か

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、ί
ϒ
ϧ
の

ܕ
に
ష
る
ކ
も
で
ん
΀
ん
ކ
※5
を
࢖
っ

て
い
ま
す
」（
㛲
੉
さ
ん
）

ࠓ
ޙ
は
、「
࿨
ࢴ
の
立
ମ
化
に
さ
ら

に
௅
み
、越
લ
࿨
ࢴ
の
Մ
ೳ
ੑ
を
追

ٻ
し
た
い
」と
㛲
੉
さ
ん
は
意
ؾ
込
み

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

越
前
和
紙
を
立
体
で
表
現

海
外
で
人
気
の
商
品
を
開
発

※３  一般財団法人伝統的工芸品産業振興協会の主催
※４  和紙の主な原料となる植物。幹ではなく、樹皮の繊維を利用する　※５  米、じゃがいも、とうもころしのでん粉が原料の糊

紙の文化博物館
越前和紙の複合施
設、「越前和紙の
里」にある博物館。
産地を代表する和
紙を多数展示。越
前和紙の歴史や文
化を学べる

岡
おかもと
太・大

おおたき
瀧神社  日本で唯一、紙の神様を祀る。「日本一

複雑な屋根」としても有名。1984（昭和59）年、国の重
要文化財に指定。「やなせ和紙」の工房の近くにある

やなせ和紙   （左）川原にあった石に着想を
得たという紙の箱「コブル」。（上）丸みをおび
た「コブル」型に漉いて間もない和紙を貼る。
紙の性質を熟知しているからこそできる作業。
「乾いた後にしわが出ないように、その日の
紙の状態を見ながら貼っていきます」（栁瀬
晴夫さん）。 （右）熟練者にしかできない「ちり
取り」の工程。紙を漉く前に、原料のコウゾな
どから出る小さなゴミを丁寧に取り除く
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̟
̧
෱
Ҫ
Ӻ
を
߱
り
る
と
Ӻ
प
ล

の
い
た
る
と
こ
ろ
で
恐
ཽ
の
モ
ニュ
メ
ン

ト
を
目
に
し
ま
す
。࣮
物
大
で
動
く

恐
ཽ
や
น
か
ら
ඈ
び
出
す
恐
ཽ
の
ト

Ϧ
ỽ
ク
ア
ồ
ト
な
ど
、そ
の
ス
ϙ
ỽ
ト
の

多
さ
に
ڻ
か
さ
れ
ま
す
。地
Ҭ
の
إ
と

も
い
え
る
Ӻ
લ
で
、な
ͥ
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
恐
ཽ
を
ϑ
ỹ
ồ
チ
Ỿ
ồ
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

෱
Ҫ
がἔ
恐
ཽ
の
ま
ち
ἕと
し
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、̍
̕
̔
２

（
ত
࿨
57
）೥
、উ
山
市
を
ྲྀ
れ
る
઒

の
֑
で
ϫ
ニ
ྨ
の
化
石
が
ൃ
見
さ
れ
た

の
が
ൃ
୺
で
す
。そ
の
ޙ
も
ଓ
々
と
恐

ཽ
化
石
が
見
つ
か
り
、ൃ
۷
地
の
近
く

に
ݐ
て
ら
れ
た
の
が「
෱
Ҫ
県
立
恐
ཽ

ത
物
ؗ
」で
す
。

ੈ
ք
中
か
ら
ू
Ί
ら
れ
た
恐
ཽ
の

化
石
や
શ
身
ࠎ
֨
、巨
大
δ
オ
ラ
マ
の

ల
ࣔ
が
あ
り
、̏
໘
ダ
Π
ノ
シ
ア
タ
ồ˞

で
は
恐
ཽ
の
時
代
に
い
る
か
の
よ
う
な

ྟ
場
ײ
を
ମ
ݧ
で
き
ま
す
。日
本
の
新

छ
恐
ཽ
化
石
13
छ
の
う
ち
̒
छ
が
෱

Ҫ
で
ൃ
見
さ
れ
た
も
の
で
、ϑ
ク
Π
ラ
ϓ

ト
ϧ
や
ϑ
ク
Π
ϕ
ナ
ồ
ト
ϧ
、ϑ
ク
Π
サ
ウ

ϧ
ス
な
ど
෱
Ҫ
の
名
を
ף
し
た
恐
ཽ
の

化
石
や
復
ݩ
ࠎ
֨
は
見
ಀ
せ
ま
せ
ん
。

〝
恐
竜
の
ま
ち
〞
を
実
感

博
物
館
や
駅
前
で
恐
竜
め
ぐ
り

福井駅周辺の恐竜  ＪＲ福井駅周辺では、鳴き声を発し動く恐竜のロボットや全身骨格、トリックアートなどの恐竜たちが各所で見られる。2024年９月、
広場の新たな顔として登場したスピノサウルス科の肉食恐竜、「スコミムス」のロボット（左）と「フクイラプトル」「フクイサウルス」のトリックアート（右） 

※コの字型３面（１面=高さ9m×幅16m）の巨大スクリーンに囲まれたシアター

福井県立恐竜博物館  
（上）「１F展示室・日本とアジアの恐竜」。福井
県で発見された新種の恐竜、「フクイサウル
ス」と「フクイラプトル」の全身骨格標本と復
元模型。発掘の様子も詳しく展示されている
（右）2023年増設された新館吹き抜けホール
にそびえ立つ「恐竜の塔」。福井県で発見され
た新種の恐竜５種と鳥類１種の高さ13メー
トルのモニュメント
（左）「ミュージアムショップ」。さまざまな恐竜
グッズを販売。人気の恐竜フィギュアは、獣

じゅう
脚
きゃく

類、装
そう
盾
じゅん
類など学術的な分類で品揃えしてお

り、ここでしか買えない限定フィギュアもある
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恐
ཽ
の
ま
ち
、෱
Ҫ
を
࣮
ײ
す
る

う
え
で
も
ͥ
ͻ
訪
ね
た
い
ࢪ
ઃ
で
す
。

෱
Ҫ
Ӻ
か
ら
恐
ཽ
ത
物
ؗ
に
޲
か

う
途
中
に
あ
る「
Ӭ
ฏ
ࣉ
」は
13
ੈ
紀

に
։
૑
さ
れ
た
૤
ಎ
फ
の
大
本
山
。

広
大
な
ෑ
地
に
は
70
を
௒
え
る
ॾ
ಊ

が
あ
り
、日
本
最
高
ๆ
の
ષ
道
場
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
か
ら
੢
の

日
本
海
に
޲
か
え
ば
、海
岸
ઢ
に
໿
̍

㎞
に
わ
た
る
அ
֑
が
ଓ
き
、日
本
海
の

೾
し
ぶ
き
が
ഭ
る「
౦
ਘ
๥
」の
ઈ
ܠ

を
ָ
し
Ί
ま
す
。

๛
か
な
ࣗ
વ
に
ܙ
ま
れ
、伝
౷
త

޻
ܳ
඼
や
地
場
࢈
業
が
ҭ
ま
れ
て
き

た
෱
Ҫ
。新
た
な
見
ど
こ
ろ
も
Ճ
わ
り
、

ἔ
も
の
ͮ
く
り
の
ま
ち
ἕに
新
し
い
෩

が
ਧ
き
࢝
Ί
て
い
ま
す
。

三菱電機ビルソリューションズ

　福井県は大きく嶺北・嶺
南の２地域に分かれます
が、福井支店ではその全域
を担当しています。嶺北で
は眼鏡・繊維などの製造業
のお客さまが多く、工場や
倉庫で空調冷熱機器、エレ
ベーター・エスカレーターな
どの保守・管理を行ってい
ます。嶺南には原子力発電
所が多く設置されており、発電所構内のエレベー
ターや換気・空調設備の保守・管理を行っていま
す。支店内は縦割りをなくし、部門間の風通しの
よい職場づくりを目指しています。地域の産業と
しっかりと結びつきながら、お客さまとコミュニ
ケーションを図り、最適なソリューションを提供し
てまいりたいと思います。

支店長

地域産業との結びつきを大切に
お客さまに最適なソリューションを提案します

福井市大手3-4-1（福井放送会館内）

北陸支社  福井支店

　1933（昭和８）年創業の
老舗そば店「越前つるきそ
ば本店」は、私が入社１年
目から担当しているお客さ
まです。その初年に、お店で
「越前おろしそばとソース
カツ丼」のセットを食べて
おいしさに感動しました。
兵庫県出身なのでカツ丼といえば卵でとじた
ものしか知らず、少し甘いソースのかかったト
ンカツが、温かいごはんによく合うことに驚き
ました。おろしそばも「大根おろし出汁」がさっ
ぱりしていて食べやすいです。福井県内の担当
エリアを飛び回っており、月に２回ほどこちらで
食事できる日を楽しみにしています。

中
なかなが

永 創
そう

太
た

営業課

福井名物のおろしそばと
ソースカツ丼に感動

私のイチオシ

「越前おろしそばとソースカツ丼」
（撮影協力／越前つるきそば本店）

山
やました

下 拓
たく

也
や

取材・文／瀬戸内みなみ　撮影（表紙・本文2〜8頁）／香川康之

永平寺  （上）鎌倉時代に道元
禅師が開創した曹洞宗の大本
山。一歩足を踏み入れると静
寂な世界が広がる。（左）永平
寺に向かう旧参道。1600年代
の古地図に基づき復元され、
約350mの石畳が続く（写真提
供／大本山 永平寺）

東尋坊  海岸線に巨大な柱状節理が続く、美しい日本海と迫力ある断崖絶壁を楽し
める名所。国の天然記念物・名勝に指定されている
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※トラベル・スケッチ「福井」のオフショット集をご覧いただけます。
　当社ホームページ（【三菱電機ビルソリューションズ  フィーカ】で検索）の「Fika! 」の
　バナーからご覧ください。

巻末のとじ込みはがきからご応募ください。

VIVANT

足羽川

足羽山公園

桜並木
越前つるき
そば本店

松岡軒本店

ひより

福
井
駅

Ｊ
Ｒ
北
陸
新
幹
線

福
井
鉄
道
福
武
線

えがわ

九
頭
竜
川

日
野
川

至
敦
賀

至
金
沢

足
羽
川

北
陸
自
動
車
道

Ｊ
Ｒ
北
陸
新
幹
線

国
道
８
号

JR九頭竜線
エクセル眼鏡
めがね
ミュージアム

岡太神社・大瀧神社
紙の文化博物館・パピルス館

うるしの里会館

大本山 永平寺

フレスコ

谷口屋

東尋坊
石川県

日本海

福井県立
恐竜博物館

曽明漆器店

やなせ和紙

鯖江IC鯖江

越前
花堂

武生

福井IC

福井北IC

丸岡IC

金津IC

永平寺IC

中部縦貫自動車道

勝山IC

大野IC

石川県

JR
北陸
新幹
線
富山県

日本海

福井県

ハピライン
ふくい線

武生IC

芦原温泉

福井駅

福井
マップ

生でも赤い色が食欲をそ
そる甘エビは、口に含む
と濃厚な甘味が口いっぱ
いに広がります。福井県の
甘エビの漁獲量は全国で
上位。旬は５～６月と９～
１月で、その時期に獲れ
た中サイズ（約12グラム）
以上のものは「ふくい甘エ
ビ」として認定され、食通
の舌を楽しませてくれま
す。（撮影協力／ひより）

濃厚な甘味が広がる甘エビ

福井の名物＆逸品いいね！

ヘラなどですくいながら
食べる水ようかんは、福
井の冬の味覚です。1937
（昭和12）年創業の「えが
わ」の「水羊かん」は、水分
たっぷりでのどごしがよ
く甘さもすっきり。黒糖の
優しい香りが広がります。
11～３月末の限定販売
ですが、ジェラート（写真
右）なら年中食べられま
す。（撮影協力／えがわ）

「越のルビー」は1992
（平成４）年、福井県
で誕生した中玉トマト
です。糖度が高く、適
度な酸味と絶妙なバ
ランスで、皮も柔らか
く食べやすいと評判
です。このトマトを原
料にしたさっぱりとし
た味わいのドレッシン
グです。（撮影協力／
フレスコ）

つるんとしたのどごしのなめらか「水羊かん」

ブランドトマトが原料の「越のルビー トマトドレッシング」

キュートなバウムクーヘン「V
び ば あ ～ ん

IVANT B
バ ー

AR」
繊維産業が盛んだった福
井は、高級絹織物・羽二
重の名産地でした。それ
にちなんで松岡軒が生み
出した「羽二重餅」は、原
料は餅粉、砂糖、水飴の
みで、1905（明治38）年の
発売以来配合は一切変
わっていません。口の中
で米の香りとともにとろ
けます。（撮影協力／羽二
重餅総本舗  松岡軒）

白絹のようなツヤとしなやかさ「羽二重餅」

現代のライフスタイルに取り入れたい木の温も
り。軽くて割れにくく、断熱・保温効果にも優れ
ているので熱いものを入れても持ちやすい。濃
い青色の「スタンダード」と薄い青色の「爽」の
セットを３名様に（撮影協力／曽明漆器店）

福井の海を思わせるブルーの越前漆器
「Kyutarou BLUE」カップをセットで

ドライフルーツやチョコ
レートをまとった棒キャン
ディ型のバウムクーヘン
は、県産の米粉・卵を使用
したもちもちの食感が魅
力です。16層の生地は食
べ応えも抜群です。ベース
はプレーン・チョコ・ストロ
ベリーの３種で、ダーク・
抹茶など５種のチョコレー
トでコーティングしていま
す。（撮影協力／VIVANT）

読者
プレゼント

1925（大正14）年創
業・谷口屋の「竹田の
油あげ」は厚いのに表
面はパリッ、内側はふ
んわり、ジューシーで
うま味たっぷりです。
厚揚げではなく油揚げ
だからこその味わい。
地元の湧水とニガリ、
国産大豆、希少な菜種
油が原料の逸品です。
（写真提供／谷口屋）

100年の技でつくるカリッとジューシーな「竹田の油あげ」



　朝起きたときから、体が疲れている。最後に「よく寝
た」と感じたのはいつだろう……。このように、夜は
ゆっくり休んでいるつもりでも、睡眠の質が悪いと感じ
ることがありませんか？
　これは、睡眠中の心拍数が高いことが原因です。
血圧や心拍数を司る自律神経には、１日のうちで変
動するリズムがあります。
　自律神経には、交感神経と副交感神経があります
が、通常、就寝後は副交感神経が優位になって血圧
も心拍数も低下します。ところが、ストレスがあったり、
就寝前にスマホなどを見続けていたりすると交感神
経が優位になり、就寝後も血圧や心拍数が下がりま
せん。睡眠中に代謝活動が下がらないため、朝、目

覚めたときに疲れを感じてしまうのです。
　これを解決するには、就寝前に心拍数を下げるこ
と。一番簡単にできる方法は、ホットアイマスクです。
目の周りを温めると、心拍数が下がることが確認され
ています。お湯に浸したタオルを絞ったものや、濡れ
たタオルを電子レンジで温めたものを使います。それ
を就寝前、ソファなどに座って目の上に10分程度の
せます。ホットタオルが冷めたら外して、就寝しましょ
う。いつもと同じ睡眠時間でも爽快感が得られると思
います。
　目の周りが覆われると、眠るためのホルモンである
メラトニンも増えて眠りやすくなります。就寝前のひと
手間で、睡眠の質を上げましょう。

「寝ても疲れがとれない」
解決します！

毎 日 元 気 に ！
寝不足や不眠は、生活習慣病や心の不調につながります。
今すぐできる快眠習慣を身に付け、
睡眠の悩みを解消しましょう。

作業療法士。1978年青森県生まれ。国際医療福祉大学卒業。国立病院機構にて脳のリハビリテーションに従事したのち、
クリニックで睡眠外来を担当する傍ら、生体リズムや脳の仕組みを活用した研修を全国で行っている。著書に『あなたの人生を
変える睡眠の法則２.0』（自由国民社）、『「めんどくさい」が消える脳の使い方』（ディスカヴァー・トゥエンティワン）などがある。

菅原 洋平　
すがわら   ようへい

快 眠 習 慣

第5回

就寝前に目の周りを温めて心拍数を下げる

9
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伝
わ
っ
た
こ
と
＝
教
え
た
こ
と

人
の
心
に
響
く

言
葉
を
考
え
る

「
上
手
に
や
れ
ば
、
筋
ト
レ
は
5

分
で
も
10
分
で
も
効
果
が
あ
る
ん
で

す
」。
そ
う
笑
顔
で
語
る
の
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ『
み
ん
な
で
筋
肉
体
操
』の
指
導
者

と
し
て
も
知
ら
れ
る
谷
本
道
哉
。
現

在
は
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科

学
部
の
教
授
と
し
て
研
究
活
動
を
行

う
、
正
真
正
銘
の
「
筋
肉
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
」だ
。
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い

た
谷
本
の
筋
ト
レ
は
、「
楽
し
む
こ
と

が
大
事
」
と
い
う
信
条
の
も
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

「
フ
ォ
ー
ム
が
崩
れ
そ
う
な
と
こ
ろ

を
予
想
し
て
、
正
し
い
動
き
に
な
る

よ
う
に
声
掛
け
を
し
た
り
、
動
き
の

邪
魔
に
な
ら
な
い
自
然
な
リ
ズ
ム
を

考
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
も
し
う
ま

く
で
き
て
い
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
は
教

え
て
い
る
僕
に
問
題
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
伝
わ
っ
た
こ
と
が
、
教

え
た
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
」

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
に
谷
本
が
掛
け
る

「
き
つ
く
て
も
辛
く
な
い
」「
が
ん
ば

る
か
、
超
が
ん
ば
る
か
の
二
択
で
す
」

な
ど
、や
る
気
を
奮
い
立
た
せ
る
数
々

の
言
葉
も
人
気
。
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、

心
に
響
く
激
励
は
、
筋
ト
レ
ば
か

り
で
は
な
く
仕
事
や
学
業
な
ど
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
〝
効
く
〞
と

谷
た に

本
も と

道
み ち

哉
や

1972（昭和47）年静岡県生まれ。大阪大学工学部を卒業後、
パシフィックコンサルタンツ（株）勤務を経て東京大学大学院
で石井直方氏に師事。2024（令和６）年４月より順天堂大学
教授。専門は運動生理学、トレーニング科学。NHK『みんなで
筋肉体操』、同『筋肉アワー』などTV出演も多数。

「
自
分
事
」を
社
会
に
役
立
て
る

皆
さ
ん
に
元
気
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
番
組『
み
ん
な
で
筋
肉
体
操
』で
お
な
じ
み
の
筋
肉
博
士
、
谷
本
道
哉
。

大
学
で
の
研
究
活
動
と
同
時
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
て
時
代
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
人
々
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

会
社
員
か
ら「
筋
肉
を
追
究
す
る
」夢
を
追
う
た
め
東
大
の
大
学
院
へ
―
―
。

自
ら
の
興
味
・
関
心
に
正
直
な
谷
本
が
歩
ん
で
き
た
道
と
は
？
（
敬
称
略
）

ザ・スペシャリスト
The Specialist

Prof ile

Michiya Tanimoto

運動生理学者
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「
最
初
は
プ
ロ
レ
ス
が
好
き
で
し

た
。
筋
ト
レ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
世
界
陸
上
で
ス
プ
リ
ン
タ
ー
を
見
て

か
ら
で
す
。
す
ご
い
筋
肉
の
人
が
す
ご

い
速
さ
で
走
る
。
機
能
に
つ
な
が
る
筋

肉
っ
て
か
っ
こ
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
」

大
学
卒
業
後
は
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
に
就
職
す
る
が
、
ボ
デ
ィ
ビ
ル

ダ
ー
で
も
あ
る
運
動
生
理
学
者
・
石

井
直
方
氏
の
執
筆
記
事
を
読
ん
で
衝

撃
を
受
け
、
師
事
す
る
た
め
東
京
大

学
大
学
院
へ
の
進
学
を
志
す
。
深
夜

ま
で
残
業
し
た
後
に
受
験
勉
強
を
す

る
と
い
う
努
力
を
重
ね
て
入
学
を
果

た
し
、
大
学
院
修
了
後
は
国
立
健
康・

栄
養
研
究
所
※1
や
大
学
で
研
究
者
と

し
て
の
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た
。

「
自
分
が『
こ
う
な
り
た
い
』と
思
う

こ
と
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
初
め

は
単
純
に
自
分
の
筋
肉
を
大
き
く
し

た
り
競
技
能
力
を
上
げ
た
り
す
る
こ

と
ば
か
り
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所
で
宮

地
元
彦
※2
先
生
に
筋
ト
レ
で
動
脈
が
固

く
な
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
驚
き
ま
し

た
。
実
際
に
僕
が
装
置
で
測
っ
て
み
る

と
、
も
の
す
ご
く
血
管
が
硬
い
わ
け
で

す
。
動
脈
硬
化
を
生
じ
や
す
い
Ⅰ
型

糖
尿
病
を
患
う
、
当
時
の
理
事
長
と

僕
の
数
値
が
ほ
ぼ
同
じ
。
そ
こ
か
ら

筋
肉
っ
て
か
っ
こ
い
い

﹁
こ
う
な
り
た
い
﹂と
思
う
こ
と
が

研
究
の
原
動
力

谷
本
の
〝
筋
肉
愛
〞
は
子
ど
も
の

頃
か
ら
。

評
判
だ
。

「
元
は
自
分
自
身
に
対
す
る
声
掛

け
の
派
生
で
し
た
が
、
随
分
話
題
に

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
僕
は
コ
ピ
ー

ラ
イ
タ
ー
の
糸
井
重
里
さ
ん
が
好
き

な
の
で
、
心
に
響
い
て
ほ
し
い
言
葉
を

考
え
る
の
は
楽
し
い
で
す
ね
」

健
康
に
意
識
が
向
き
、
50
歳
を
過
ぎ

た
今
は
、
も
っ
と
広
く
健
康
を
増
進

す
る
方
法
を
考
え
、
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

か
つ
て
自
身
が
携
わ
っ
て
い
た
実
験

や
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
研
究
に
つ
い

て
も
丁
寧
に
解
説
す
る
谷
本
。
純
粋

な
探
究
心
や
好
奇
心
が
彼
の
研
究
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
に
な
っ
て
い
る
。

「
僕
が
興
味
を
持
つ
の
は
基
本
的
に

『
自
分
事
』
で
す
。
先
ま
で
見
通
し

を
立
て
る
計
画
性
の
あ
る
タ
イ
プ
で
は

な
い
の
で
、
今
、
自
分
事
と
し
て
取
り

組
め
る
こ
と
を
目
いっ
ぱ
い
や
っ
た
結
果

が
社
会
を
良
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
れ

ば
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
他
人
事
よ

り
自
分
事
の
ほ
う
が
熱
中
で
き
ま
す

し
、
真
剣
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の

で
、
な
ん
で
も
自
分
事
に
し
て
い
く
の

が
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
人

一
人
の
『
自
分
事
』
が
集
ま
っ
て
社
会

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
」

高
齢
化
が
進
む
現
在
、「
い
か
に
元

気
に
長
生
き
で
き
る
か
が
重
要
」と
語

る
谷
本
。「
筋
ト
レ
は
筋
肉
が
つ
く
だ

け
で
は
な
く
、
健
康
の
維
持
、
増
進
、

長
寿
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
Ｔ
Ｖ
番
組

へ
の
出
演
は
、
皆
さ
ん
に
元
気
に
な
っ

て
も
ら
え
る
良
い
機
会
だ
と
と
ら
え
て

い
ま
す
」と
結
ん
だ
。

▲筋肉に関するさまざまなデータを収集・分析、
自身の研究に活用している

▲研究室にあるベンチプレス。重さにはこだわらず丁寧
に行っている

◀ＮＨＫ『みん
なで筋肉体
操』をはじめ、
谷本が指導
する筋トレは
手軽さと楽し
さが好評

※1  現・国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所
※2  スポーツ科学者。国立健康・栄養研究所を経て2021年より早稲田大学スポーツ科学学術院教授
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家
族
で
行
っ
た

ザ
リ
ガ
ニ
採
り
の
思
い
出

ボ
ク
が
子
供
の
頃
、調
布
の
深
大
寺

の
南
に
、そ
う
広
く
は
な
い
が
田
ん
ぼ

が
あ
っ
た
。そ
の
脇
に
は
幅
１ｍ
く
ら
い

の
小
川
が
流
れ
て
い
た
。水
ぬ
る
む
春

に
な
る
と
、ボ
ク
は
近
所
の
友
達
と
連

れ
立
っ
て
自
転
車
に
乗
っ
て
、そ
こ
に
ザ

リ
ガ
ニ
を
採
り
に
行
っ
た
。

真
っ
赤
な
ハ
サ
ミ
を
持
っ
た
ア
メ
リ
カ

ザ
リ
ガ
ニ
は「
マ
ッ
カ
チ
ン
」と
呼
ば
れ

て
男
の
子
に
人
気
だ
っ
た
。ほ
か
に
小

ぶ
り
で
色
が
ず
っ
と
地
味
な
褐
色
の
ニ

ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
も
い
た
。そ
れ
は
採
れ
て

も
嬉
し
く
な
い
の
で
戻
す
。

と
き
ど
き
ボ
ク
た
ち
の
父
母
も
一

緒
に
行
く
こ
と
が
あ
っ
た
。そ
の
時
は

三
鷹
の
家
の
近
く
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て

行
く
。

父
た
ち
は
子
供
た
ち
と
一
緒
に
ザ

リ
ガ
ニ
を
採
っ
た
り
、ボ
ク
ら
の
様
子
を

眺
め
て
タ
バ
コ
を
吸
っ
た
り
し
て
い
た
。

張
り
切
っ
た
お
父
さ
ん
が
ズ
ボ
ン
を

捲
り
上
げ
て
川
に
入
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
た
な
。

母
た
ち
は
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
に
し
ゃ

が
ん
で
、世
間
話
を
し
て
笑
い
な
が
ら

田
ぜ
り
を
摘
ん
で
い
た
。今
思
い
出
す

と
、な
ん
だ
か
東
京
と
は
思
え
な
い
の

ど
か
さ
だ
。

ザ
リ
ガ
ニ
採
り
と
田
ぜ
り
摘
み
に

行
っ
た
の
は
、春
休
み
だ
っ
た
と
思
う
。

家
族
旅
行
な
ん
て
も
の
は
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
。だ
か
ら
そ
う
い
う
の
が
春

休
み
中
の
小
さ
な
家
族
単
位
の
イ
ベ
ン

ト
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

夕
方
に
な
る
と
み
ん
な
で
戻
り
、そ

れ
ぞ
れ
の
家
に
帰
る
。深
大
寺
に
来
た

の
だ
か
ら
深
大
寺
蕎
麦
を
食
べ
て
い
こ

う
な
ん
て
今
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
み
た
い
な

久
住
昌
之
の

春
の
味
、
思
い
出
の
田
ぜ
り
蕎
麦

実家の田ぜり蕎麦

第1回



13

発
想
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。要
す
る

に
貧
し
か
っ
た
の
だ
。

母
が
作
る
せ
り
蕎
麦
は

春
の
味
そ
の
も
の
だ
っ
た

母
は
、摘
ん
で
き
た
田
ぜ
り
で
せ
り

蕎
麦
を
作
っ
て
く
れ
た
。

田
ぜ
り
は
せ
り
の
仲
間
だ
が
、野
生

の
せ
り
。も
っ
と
茎
が
短
く
小
さ
い
。旬

も
少
し
遅
い
２
月
終
わ
り
か
ら
４
月
。

そ
う
い
え
ば
、春
の
七
草
に
も
一
番
に

せ
り
が
入
っ
て
い
る
。あ
れ
は
た
ぶ
ん
田

ぜ
り
の
こ
と
だ
ろ
う
。今
居
酒
屋
な
ん

か
で
食
べ
る
せ
り
鍋
の
せ
り
は
栽
培
さ

れ
た
も
の
で
、冬
が
旬
の
よ
う
だ
。

蕎
麦
を
茹
で
て
い
る
途
中
で
、ざ
く

ざ
く
切
っ
た
せ
り
を
そ
の
中
に
ド
サ
ッ

と
投
入
す
る
。そ
れ
が
見
て
い
る
と
驚

く
ほ
ど
の
量
だ
っ
た
。蕎
麦
と
せ
り
の

割
合
が
２
対
１
く
ら
い
に
見
え
た
。せ

り
は
茹
で
ら
れ
て
や
わ
ら
か
く
小
さ

く
な
っ
て
、蕎
麦
と
混
じ
り
合
っ
て
し

ま
う
。そ
れ
で
も
緑
の
存
在
感
は
す

ご
い
。こ

れ
を
流
水
で
冷
や
し
て
、水
を

切
っ
て
ざ
る
に
盛
り
、蕎
麦
猪
口
の
つ
ゆ

に
つ
け
て
食
べ
る
。

見
た
目
に
せ
り
が
邪
魔
で
蕎
麦
が

啜
り
に
く
そ
う
だ
。最
初
見
た
時
は

ຯଟ߳҇

「
え
ー
」
と
思
っ
た
。せ
り
を
避
け
て

食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。恐
る
恐
る

食
べ
て
み
る
と
、思
い
が
け
ず
お
い
し
く

て
驚
い
た
。

蕎
麦
を
啜
る
と
、当
然
せ
り
も
口
に

入
っ
て
く
る
。ジ
ャ
ク
ジ
ャ
ク
と
し
た
か

み
ご
た
え
で
、で
も
や
わ
ら
か
く
、蕎

麦
と
の
違
和
感
が
な
い
の
が
不
思
議
な

ほ
ど
だ
。子
供
で
も
抵
抗
な
く
食
べ
ら

れ
た
。

口
の
中
に
せ
り
の
香
り
が
広
が
り
、

昼
に
遊
ん
だ
田
ん
ぼ
の
春
景
色
が
頭
に

浮
か
ん
だ
。

途
中
か
ら
、母
が
焼
き
海
苔
を
揉
ん

だ
の
を
持
っ
て
き
て
、こ
れ
を
入
れ
て
食

べ
る
の
が
ま
た
お
い
し
い
。

蕎
麦
は
市
販
の
も
の
だ
っ
た
が
、つ
ゆ

は
母
が
前
の
晩
か
ら
何
や
ら
仕
込
ん
で

作
っ
て
い
た
。昆
布
や
鰹
節
の
ほ
か
に
、

乾
燥
椎
茸
も
入
れ
て
い
た
気
が
す
る
。

六
畳
間
の
テ
ー
ブ
ル
に
置
か
れ
た
ひ

と
つ
の
大
き
な
ざ
る
に
入
っ
た
蕎
麦
を
、

父
と
母
と
弟
と
で
蕎
麦
猪
口
に
取
っ
て

は
食
べ
た
。蕎
麦
が
な
く
な
る
と
、母

は
第
二
弾
の
蕎
麦
を
茹
で
た
。

あ
ん
な
ふ
う
に
蕎
麦
に
せ
り
が
混

じ
り
込
ん
だ
せ
り
蕎
麦
、大
人
に
な
っ

て
街
の
蕎
麦
屋
で
食
べ
た
こ
と
が
な

い
。ど
こ
か
地
方
に
行
け
ば
食
べ
ら
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。

ザ
リ
ガ
ニ
や
田
ぜ
り
を
採
っ
た
田
ん

ぼ
は
、現
在
は
神
代
植
物
公
園
水
生

植
物
園
と
、深
大
寺
城
そ
ば
畑
に
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。

東
京
・
味み

多た

香か

庵あ
ん
の
せ
り
蕎
麦
は

春
を
待
つ
味

今
も
三
鷹
に
あ
る
古
い
小
さ
な
町

蕎
麦
屋「
味
多
香
庵
」に
は
、冬
季
だ
け

「
せ
り
蕎
麦
」が
出
る
。

こ
れ
は
温
か
い
蕎
麦
で
、蕎
麦
の
上

に
、豚
バ
ラ
肉
と
、生
の
せ
り
が
の
っ
て

い
る
。こ
の
せ
り
を
つ
ゆ
に
浸
す
よ
う

に
し
て
蕎
麦
と
一
緒
に
食
べ
る
と
、香

り
が
よ
く
て
す
ご
く
お
い
し
い
。も
ち

ろ
ん
田
ぜ
り
で
な
く
普
通
の
せ
り
だ
。

母
が
作
っ
た
の
に
比
べ
る
と
、せ
り
の
量

が
ず
い
ぶ
ん
少
な
い
が
、不
満
は
な
い
。

こ
れ
は
春
を
待
つ
味
。

ボ
ク
は
午
後
２
時
ご
ろ
行
っ
て
、ビ
ー

ル
の
中
瓶
と
板
わ
さ
な
ど
を
頼
み
、一

杯
や
っ
て
か
ら
せ
り
蕎
麦
を
注
文
す
る

こ
と
が
多
い
。こ
の
時
間
は
空
い
て
い

て
、窓
か
ら
午
後
の
日
差
し
が
入
り
、

水
槽
で
は
金
魚
が
泳
い
で
い
て
、実
に
の

ん
び
り
し
た
気
持
ち
に
な
る
。

そ
う
い
え
ば
子
供
の
頃
の
食
卓
の
横

に
も
、小
さ
な
金
魚
鉢
が
あ
っ
た
な
、

と
今
思
い
出
し
た
。

東京都三鷹市下連雀３丁目16-11
☎ 0422（43）4619
営業時間／11時～20時30分
定休日／火曜日

味多香庵のせり蕎麦（著者撮影）
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第５回

神様日本の めぐり

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
恋
の
数
々

ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
と
の
悲
恋
の
地
を
訪
ね
て

春
に
な
る
と
、
進
学
や
就
職
な
ど
で
新
し
い
生

活
へ
と
踏
み
出
す
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
人
間
関

係
も
変
化
し
、
新
た
な
出
会
い
も
訪
れ
ま
す
。

友
人
、
隣
人
、
仕
事
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
や

物
事
と
の
出
会
い
は
、「
縁
」
が
あ
れ
ば
こ
そ
得

ら
れ
る
も
の
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
「
良
縁
」

は
多
く
の
人
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。

古
く
か
ら
良
縁
、
縁
結
び
を
願
わ
れ
て
き
た

神
様
と
い
え
ば
、
な
ん
と
い
っ
て
も
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
は
、「
偉
大

な
国
の
主
」
と
い
う
意
味
の
名
で
、
そ
の
活
動
は

農
業
か
ら
医
療
ま
で
幅
広
く
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
女
神
た
ち
と
の
恋
愛
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

最
初
の
恋
愛
の
相
手
は
、
因い

な
ば
の
く
に

幡
国
（
現
在
の

鳥
取
県
）
の
ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
。
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
は
、
た

く
さ
ん
の
兄
弟
た
ち
と
結
婚
を
申
し
込
み
に
行

き
ま
す
。
そ
の
途
中
で
傷
つ
い
た
ウ
サ
ギ
に
会
い
、

正
し
い
治
療
法
を
教
え
て
助
け
た
と
こ
ろ
、
す
っ

か
り
治
っ
た
ウ
サ
ギ
か
ら
「
ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
は
兄
弟

た
ち
で
は
な
く
、
あ
な
た
を
選
ぶ
だ
ろ
う
」
と
予

言
を
受
け
ま
す
。
そ
の
と
お
り
、
ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
は

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
を
結
婚
相
手
に
選
び
ま
し
た
。

鳥
取
市
の
白は

く

兎と

海
岸
は
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
が

ウ
サ
ギ
と
出
会
っ
た
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
砂
浜
に
は
江
戸
時
代
に
若
者
た
ち
が
縁
結

日本には八
や お よ ろ ず

百万の神々がいるといわれます。
神様研究第一人者の平藤喜久子氏のナビゲートで

日本の神様をめぐります。

良縁に関わる神様

八上姫公園（鳥取市）／著者撮影
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び
を
願
っ
て
立
て
た
と
い
う
石い
し

灯ど
う

篭ろ
う

が
あ
り
ま

す
。
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
が
ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
を
恋
い
慕
っ
た

場
所
で
、
近
く
に
は
恋
の
成
就
を
予
言
し
た
ウ
サ

ギ
を
「
白は

く

兎と

神し
ん

」
と
し
て
祀
る
白
兎
神
社
が
あ

り
、
良
縁
を
願
う
人
々
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
の
伝
承
地
は
、
白
兎
海
岸
か
ら
20

㎞
ほ
ど
内
陸
に
あ
り
、
ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
を
葬
っ
た
と
伝

え
ら
れ
る
嶽だ

け

古こ

墳ふ
ん

の
そ
ば
に
は
、
ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
を

祀
る
賣め

沼ぬ
ま

神
社
と
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
と
ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
あ
る
八や

上か
み

姫ひ
め

公
園
が
あ
り
ま
す
。

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
と
ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
の
恋
愛
は
、
兄
弟

た
ち
の
恨
み
を
買
い
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
は
２
度
も

殺
さ
れ
る
目
に
遭
い
ま
す
が
、
そ
の
た
び
に
復
活

し
、
さ
ら
に
美
男
子
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
練

を
乗
り
越
え
、「
偉
大
な
国
の
主
」
と
し
て
成
長

し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
ス
サ
ノ
オ
の
娘

を
正
妻
に
す
る
こ
と
と
な
り
、
ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
は
身

を
引
き
ま
す
。
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
と
ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
と
の

初
恋
は
悲
恋
に
終
わ
り
ま
す
が
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ

が
成
長
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

縁
結
び
の
神
・
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
と
い
え
ば
、
島

根
県
出
雲
市
の
出
雲
大
社
が
思
い
浮
か
び
ま
す

が
、
縁
結
び
の
神
と
な
る
起
源
の
地
と
し
て
鳥
取

市
の
白
兎
海
岸
や
ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
の
伝
承
地
を
訪
ね

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ス
サ
ノ
オ
と
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
の
新
居
は

心
も
清す

が

々す
が
し
い
須す

が賀
の
地

と
こ
ろ
で
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
先
祖
（
日
本
書

ひらふじ　きくこ
1972年山形県生まれ。
國學院大學神道文化学
部教授。専門は神話学。
特に日本の神話がどのよ
うに読まれ、扱われてき
たかについての研究を
行っている。『日本の神様
解剖図鑑』（エクスナレッ
ジ）、『神話でたどる日本
の神々』（筑摩書房）など
著書多数。

紀
で
は
父
）
で
あ
る
ス
サ
ノ
オ
も
ま
た
、
良
縁
の

神
で
す
。
ス
サ
ノ
オ
は
、
高た

か
ま
の
は
ら

天
原
で
は
乱
暴
を
働

き
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
天
の
岩
屋
に
閉
じ
こ
も
る
と

い
う
事
件
を
引
き
起
こ
し
ま
す
が
、
高
天
原
を

追
い
出
さ
れ
、
出
雲
に
や
っ
て
く
る
と
、
打
っ
て
変

わ
っ
て
英
雄
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。
よ
く
知
ら
れ

た
「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
退
治
」
の
神
話
で
す
。

ス
サ
ノ
オ
は
出
雲
に
や
っ
て
き
た
と
き
、
泣
い

て
い
る
老
夫
婦
と
娘
の
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
に
出
会
い

ま
す
。
老
夫
婦
は
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
が
娘
を
食

べ
に
来
る
こ
と
を
嘆
い
て
お
り
、
ス
サ
ノ
オ
は
ク

シ
ナ
ダ
ヒ
メ
と
結
婚
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
そ
の

退
治
を
請
け
負
い
ま
す
。
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
、

八
つ
の
頭
、
八
つ
の
尾
を
持
ち
、
八
つ
の
山
を
渡

る
ほ
ど
巨
大
で
恐
ろ
し
い
怪
物
で
す
が
、
強
い
酒

を
飲
ま
せ
て
眠
ら
せ
、
見
事
討
ち
果
た
す
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。
怪
物
退
治
の
末
に
結
ば
れ

た
二
人
は
、
縁
結
び
を
願
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

ス
サ
ノ
オ
と
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
の
新
居
は
、
ス
サ
ノ

オ
の
心
が
清
々
し
く
な
っ
た
須
賀
の
地
に
つ
く
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
宮
に
起
源
を
持
つ
と

さ
れ
る
雲
南
市
の
須す

が我
神
社
は
、
八
雲
山
に
奥

宮
が
あ
り
ま
す
。
少
し
険
し
い
山
道
を
息
を
切

ら
し
な
が
ら
登
っ
て
い
く
と
、
立
ち
は
だ
か
る
よ

う
に
現
れ
る
大
き
な
岩
が
奥
宮
で
、
こ
こ
に
ス
サ

ノ
オ
、
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
、
御み

こ子
神が
み

が
宿
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
良
縁
が
し
っ
か
り
と
根
付
く
こ
と
を

祈
り
た
く
な
る
、
そ
ん
な
磐い

わ
く
ら座

（
神
の
宿
る
岩
）

で
す
。

平藤 喜久子

須我神社奥宮（島根県雲南市）／著者撮影
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電
気
料
金
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
の

ビ
ル
運
用
コ
ス
ト
の
削
減
、温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
抑
制
、省
エ
ネ
に
関
す
る
法

規
制
遵
守
な
ど
の
観
点
か
ら
、ビ
ル
の
省

エ
ネ
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。当
社

は
、そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、新
た

な
省
エ
ネ
制
御
技
術
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

そ
の
一
つ
が
、ビ
ル
設
備
運
用
シ
ス
テ
ム

「
フ
ァ
シ
ー
マ
Ｂ
Ａ
シ
ス
テ
ム
」に
お
け
る

フ
ァ
シ
ー
マ
サ
ポ
ー
ト
契
約
の
オ
プ
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス「
ス
マ
ー
ト・省
エ
ネ・ア
シ
ス

ト
」で
、ビ
ル
の
省
エ
ネ
を
自
動
で
実
現

す
る
※1
。

本
サ
ー
ビ
ス
は
、当
社
が
開
発
し
た

新
技
術「
省
エ
ネ
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
」「
ア

ク
テ
ィ
ブ
省
エ
ネ
制
御（
遠
隔
制
御
）」

に
よ
り
、空
調
機
を
細
か
く
制
御
。専

門
ス
タ
ッ
フ
の
的
確
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

に
よ
り
、ビ
ル
の
省
エ
ネ
活
動
を
計
画
か

ら
実
行
、評
価
、改
善
ま
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
で
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

「
省
エ
ネ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」は
、削

減
可
能
な
ピ
ー
ク
電
力
や
年
間
電
気

使
用
量
を
試
算
し
、省
エ
ネ
制
御
効
果

を
表
や
グ
ラ
フ
な
ど
で
見
え
る
化
し
、

具
体
的
な
省
エ
ネ
計
画
を
立
案
す
る

（
計
画
）。こ
れ
を
受
け
て
、「
ア
ク
テ
ィ

ブ
省
エ
ネ
制
御（
遠
隔
制
御
）」で
は
、立

案
し
た
省
エ
ネ
目
標
に
向
け
て
、そ
の
日

の
外
気
温
等
も
考
慮
し
た
き
め
細
か

な
自
動
制
御
に
よ
り
空
調
機
を
運
転

す
る（
実
行
）。お
客
さ
ま
は
パ
ソ
コ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
省
エ
ネ
効
果
を
い
つ
で
も

確
認
で
き（
評
価
）、１
年
が
経
過
し
た

段
階
で
、電
力
削
減
結
果
を
ふ
ま
え
、

制
御
対
象
と
す
る
空
調
機
や
省
エ
ネ
制

御
内
容
の
見
直
し
を
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

提
案
※2
し
て
い
く（
改
善
）と
い
う
サ
イ

ク
ル
で
あ
る
。

開
発
を
担
当
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
技
術

ビ
ル
の
消
費
電
力
の
中
で
、大
き
な
割
合
を
占
め
る
空
調
。

お
客
さ
ま
の
ビ
ル
の
現
状
を
把
握
し
て
、高
度
な
空
調
制
御
に
よ
り
ビ
ル
の
省
エ
ネ
を
ト
ー
タ
ル
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
が「
ス
マ
ー
ト・省
エ
ネ・ア
シ
ス
ト
」で
あ
る
。

開
発
に
携
わ
っ
た
稲
沢
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
製
作
所
開
発
本
部
の
妻
鹿
利
宏
と
村
山
修
一
に

本
サ
ー
ビ
ス
の
背
景
、経
緯
、今
後
の
展
開
な
ど
を
聞
い
た
。

お
客
さ
ま
に
代
わ
っ
て

自
動
で
空
調
機
を
最
適
に
制
御

ビ
ル
の
省
エ
ネ
を
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
ス
マ
ー
ト
・
省
エ
ネ
・ア
シ
ス
ト
」

お
客
さ
ま
の
省
エ
ネ
計
画
を

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
サ
ポ
ー
ト

空
調
機
ご
と
の
消
費
電
力
を
も
と
に

「
高
精
度
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
＆

省
エ
ネ
制
御
機
能
」を
開
発

三菱電機ビルソリューションズ株式会社は
「技術革新へのひたむきな挑戦と、人と社
会に寄り添った価値の提供により、ビル・
都市空間における人々の豊かな暮らしに
貢献します」を企業理念としています。

未来へつなぐ

技術への
　　　 挑戦▶第12回

稲沢ビルシステム製作所
開発本部　フィールド技術開発部
空調冷熱・システムサービス開発課

村
むら

山
やま

修
しゅう

一
いち

稲沢ビルシステム製作所
開発本部  フィールド技術開発部　
空調冷熱・システムサービス開発課長
博士（情報工学）

妻
め

鹿
が

利
とし

宏
ひろ

※１  空調機が三菱電機製であることや、三菱ビル設備オープン統合システム「ファシーマＢＡシステム」、
　　  空調管理システム集中コントローラー「AE-200J」が導入済みであることがサービス利用の条件となる。
※２  別途ファシーマサポート契約「スマート・プランニング・アシスト」の適用が必要



空
調
機
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョン
運
転
や
能
力

セ
ー
ブ
運
転
が
行
え
る
よ
う
に
し
ま
し

た
※3
」（
村
山
）

省
エ
ネ
運
転
実
施
前
後
の
電
力
消

費
量
を
日
単
位
、月
単
位
で
も
比
較
で

き
る
画
面
設
計
を
実
現
し
、お
客
さ
ま

が
省
エ
ネ
効
果
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
た
効
果
も
大
き
い
。

実
際
に
導
入
し
た
ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー

か
ら
は
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。例
え

ば
地
上
８
階
・
地
下
１
階
延
床
面
積

７
２
０
０
㎡
の
事
務
所
ビ
ル
で
は
、導
入

後
に
ピ
ー
ク
電
力
を
２・35
％
削
減
、使

用
電
力
量
を
10
・
27
％
削
減
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。お
客
さ
ま
か
ら
は「
省
エ

ネ
削
減
効
果
が
見
え
る
化
さ
れ
、時
間

軸
で
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
て
管
理
が

し
や
す
く
な
っ
た
」「
導
入
後
の
省
エ
ネ

が
目
に
見
え
て
効
果
を
あ
げ
て
、大
変

満
足
」と
いっ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

２
０
２
４
年
２
月
、当
社
は
新
た
な

三
菱
ビ
ル
設
備
オ
ー
プ
ン
統
合
シ
ス
テ

ム
「
フ
ァ
シ
ー
マ
Ｂ
Ａ
シ
ス
テ
ム
２
」を
発

売
し
た
。高
度
化・大
型
化
す
る
ビ
ル
に

対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、同
年
12

月
に
は
空
調
冷
熱
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム

「A
E
-C
Z
J

」と
の
接
続
な
ど
の
機
能

拡
充
も
図
っ
た
。

「
ビ
ル
内
の
設
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の

情
報
を
統
合
管
理
し
、視
認
性
・
操
作

性
に
優
れ
た
監
視
画
面
を
提
供
す
る

こ
と
で
、ビ
ル
管
理
業
務
の
効
率
化
、

省
力
化
に
いっ
そ
う
貢
献
し
ま
す
。『
ス

マ
ー
ト
・
省
エ
ネ
・ア
シ
ス
ト
』も
順
次
、

新
た
な
フ
ァ
シ
ー
マ
Ｂ
Ａ
シ
ス
テ
ム
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
」（
妻
鹿
）

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
妻
鹿
は
、

「
制
御
に
よ
る
室
内
環
境
の
変
化
を
、

制
御
計
画
生
成
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
可

能
な
シ
ス
テ
ム
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。本
サ
ー
ビ

ス
は
こ
れ
ま
で
省
エ
ネ
に
重
き
を
置
い

て
き
ま
し
た
が
、今
後
は
よ
り
快
適
性

を
担
保
で
き
る
よ
う
、30
分
単
位
で
快

適
性
を
反
映
で
き
る
緻
密
な
制
御
機

能
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
」と
語
る
。

村
山
は「
本
サ
ー
ビ
ス
は
フ
ァ
シ
ー
マ

Ｂ
Ａ
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
条
件
の
一
つ
で
す
が
、フ
ァ
シ
ー
マ
Ｂ
Ａ

シ
ス
テ
ム
は
一
定
の
規
模
以
上
の
ビ
ル

に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。今
後
は

小
規
模
ビ
ル
に
も
対
応
で
き
る
シ
ス
テ

ム
の
開
発
を
検
討
中
で
す
」と
意
欲
を

見
せ
る
。

ビ
ル
の
省
エ
ネ
を
ス
マ
ー
ト
化
し
て
い

く
た
め
の
２
人
の
挑
戦
は
、今
後
も
続
い

て
い
く
。
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開
発
部
の
妻
鹿
利
宏
は「
開
発
に
注
力

し
た
の
は
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
〜
機
器
の
制

御
〜
効
果
の
見
え
る
化
〜
見
直
し
と
い

う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
設
計
で
、次
に

そ
れ
ら
を
実
現
す
る
技
術
の
開
発
に
か

な
り
時
間
を
要
し
ま
し
た
」と
語
る
。

具
体
的
に
は
お
客
さ
ま
が
要
望
す

る
省
エ
ネ
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、空
調
機
ご
と

の
消
費
電
力
量
を
切
り
出
す
の
に
苦

労
し
た
と
言
う
。

「
フ
ァ
シ
ー
マ
Ｂ
Ａ
シ
ス
テ
ム
は
空
調

設
備
の
オ
ン
オ
フ
や
設
定
温
度
な
ど
を

記
録
し
ま
す
。今
回
は
こ
の
デ
ー
タ
を

元
に
空
調
機
ご
と
の
使
用
電
力
を
推

計
し
、省
エ
ネ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ー

タ
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

と
同
部
門
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
村
山
修
一
は

語
る
。

「
実
際
に
お
客
さ
ま
の
ビ
ル
で
稼
働

し
て
い
る
空
調
機
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
シ

ミ
ュレ
ー
シ
ョン
で
あ
り
、よ
り
精
度
の
高

い
省
エ
ネ
提
案
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
」

（
妻
鹿
）

さ
ら
に
実
行
段
階
の「
ア
ク
テ
ィ
ブ

省
エ
ネ
制
御（
遠
隔
制
御
）」に
お
い
て

は
、「
ピ
ー
ク
電
力
と
電
力
使
用
量
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
、当
日
の
気
温

ま
で
見
据
え
て
30
分
ご
と
の
き
め
細
か

い
目
標
値
を
設
定
し
、そ
れ
に
応
じ
た

快
適
性
を
担
保
す
る
制
御
機
能
の

実
現
と
適
用
範
囲
の
拡
大
を
目
指
す

※３  ビルの電気料金は基本料金と電力量料金で構成されており、基本料金は基本料金単価とピーク電力によって決定される。
　　  ピーク電力が更新されると以降12カ月は、更新されたピーク電力で基本料金が算出される。
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■：昨年度実績 ■：削減効果 ■：今年度予測 ：累計削減効果 

ピーク電力の
削減目標

ベースライン
（制御なし時の
  消費電力予測）

制御後の
消費電力

6時 9時 12時 15時 18時
予
測

削
減
効
果

昨
年
度
実
績

電
力〈kW
〉
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電力実績と空調稼働実績より、省エネ
制御適用時の削減効果を算出可能な
省エネシミュレーションを開発

空調をきめ細かく制御することで
「ピーク電力」と「電力使用量」をコント
ロール

■「省エネシミュレーション」イメージ ■「アクティブ省エネ制御」イメージ

月間電力使用量〈kWh〉 ピーク電力〈kW〉 

-39

電力削減効果を試算

ピーク電力（例）

昨年度実績 シミュレーション予測

昨年度実績 シミュレーション予測

年間電力使用量（例）
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ＪＲ青森駅東口ビル
所在地 青森県青森市柳川1-1-5
竣　工　2024年４月
階　数　地上10階
１～３階・商業施設「＆LOVINA」
４階・行政施設
　　　「あおもり縄文ステーションじょもじょも」
　　　「青森市民美術展示館」
６～10階・ウエルネスホテル「ReLabo」

・エレベーター５台、エスカレーター４台

概　　要

納入設備

Customer's Voice

ねぶた祭りや三内丸山遺跡などで知られる青森市。
その玄関口となるＪＲ青森駅に2024年、新たなランドマークが誕生しました。
駅ビル開発の経緯や昇降機の果たす役割について、
東日本旅客鉄道盛岡支社の牧尚史氏、ＪＲ東日本青森商業開発の平岡和也氏に伺いました。

◀ファサードに県
産材の「ヒバ」をあ
しらったＪＲ青森駅
東口ビル（写真提
供／東日本旅客鉄
道株式会社）

▲ホテル側のエレベーターは三方枠やかご室内の意匠に重厚感のある「カラーステンレスバイブレーション」を採用

駅周辺の賑わいを創出
中心市街地の活性化と地方創生を目指す

新設エレベーター・エスカレーターの導入

ＪＲ青森駅東口ビルさま

東日本旅客鉄道株式会社　
盛岡支社
地域共創部  マーケット創造ユニット
マネージャー

牧
まき

  尚
たか

史
し

氏

株式会社ＪＲ東日本青森商業開発
執行役員  営業部長
ラビナ・＆ LOVINA 店長　
あおもり旬味館 店長

平
ひら

岡
おか

和
かず

也
や

氏

カスタマー・ボイス
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Ｊ
Ｒ
青
森
駅
は
東
北
新
幹
線
新
青

森
駅
開
業
で
、そ
の
役
割
が
単
な
る
交

通
結
節
点
か
ら
県
内
観
光
の
玄
関
口
へ

と
進
化
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
、青
森

市
、青
森
県
、青
森
商
工
会
議
所
の
４
者

が「
青
森
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
連
携
協
定
」を
締
結
し
、駅
周
辺

の
賑
わ
い
創
出
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。こ
の
流
れ
を
受
け
て
Ｊ
Ｒ
青
森
駅

に
駅
の
東
西
を
つ
な
ぐ
自
由
通
路
と
駅

舎
が
完
成
。さ
ら
に
旧
駅
舎
跡
地
を
活

用
し
た
駅
ビ
ル
開
発
が
進
み
、２
０
２
４

年
４
月
に
Ｊ
Ｒ
青
森
駅
東
口
ビ
ル
が
開

業
し
ま
し
た
。同
ビ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ

い
て
牧
尚
史
氏
は
こ
う
語
り
ま
す
。

「
目
指
し
た
の
は
中
心
市
街
地
の
活

性
化
と
地
方
創
生
で
す
。地
域
密
着

型
の
商
業
施
設
や
文
化
施
設
を
拡
充

し
た『&
LO
V
IN
A

（
ア
ン
ド
ラ
ビ
ナ
）』

や
、地
域
の
歴
史
・
文
化
を
発
信
す
る

行
政
施
設『
あ
お
も
り
縄
文
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
じ
ょ
も
じ
ょ
も
』『
青
森
市
民
美
術

展
示
館
』、そ
し
て
ウ
エ
ル
ネ
ス
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
た
ホ
テ
ル『R

eLabo

（
リ
ラ

ボ
）』を
誘
致
し
ま
し
た
。&LO

V
IN
A

に
は
新
た
に
ア
ウ
ト
ド
ア
専
門
店
が
入

居
し
、駅
ビ
ル
全
体
が
健
康
と
旅
を
融

合
し
た
ウ
エ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
信

拠
点
と
な
って
い
ま
す
」

平
岡
和
也
氏
は「&

LO
V
IN
A

開

業
に
よ
る
商
業
施
設
面
積
の
拡
大
に
伴

い
、飲
食
ゾ
ー
ン
を
新
設
し
、お
客
さ
ま

に
人
気
の
専
門
店
の
売
場
を
広
げ
ま
し

た
。&LO

V
IN
A

の
店
名
に
は
、旧
来
の

LO
V
IN
A

と
と
も
に
地
元
の
お
客
さ
ま

と
よ
り
豊
か
な
生
活
を
創
る
と
い
う
想
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
」と
語
り
ま
す
。

&
LO
V
IN
A

やReLabo

を
擁
す
る

Ｊ
Ｒ
青
森
駅
東
口
ビ
ル
は
開
業
に
合
わ

せ
、三
菱
電
機
ビ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
ズ
製

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
５
台
、エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

４
台
を
新
設
し
ま
し
た
。

「LO
V
IN
A

に
は
三
菱
エ
レ
ベ
ー
タ
ー・

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

機
器
の
性
能
、保
守
と
も
に
信
頼
感
が

あ
り
ま
し
た
。新
駅
ビ
ル
に
お
い
て
も

積
極
的
な
提
案
を
い
た
だ
き
導
入
を

決
め
ま
し
た
」（
牧
氏
）

ホ
テ
ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
台
は
商

業
施
設
等
と
共
用
の
た
め
、セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
や
意
匠
の
面
で
特
別
仕
様
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

県
内
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
進
化

ウ
エ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
発
信

三
菱
昇
降
機
を
新
設
導
入

カ
ラ
ー
ス
テ
ン
レ
ス

バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
採
用

▲駅に続く自由通路から見た商業施設「&LOVINA」のエントランス

▲人気の飲食店が並ぶ「&LOVINA」１階フロア

◀ウェルネスホテル「ReLabo」。
フロント（左）と青森ベイブリッ
ジや八甲田丸を眺めながら医
師や管理栄養士が監修した料
理を味わえるレストラン「ウエル
ネスガストロノミー」（右）
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「
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、乗
り
場
お
よ
び
か
ご
室
に
は
カ

ラ
ー
ス
テ
ン
レ
ス
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
※1
を

採
用
し
、重
厚
感
を
演
出
し
ま
し
た
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
で
は
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
で
利
用
制
限
が
で
き
る
機
能
を
付

け
ま
し
た
。い
ず
れ
も
期
待
通
り
の
仕

上
が
り
で
ホ
テ
ル
か
ら
も
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
」（
牧
氏
）

「&
LO
V
IN
A

開
業
に
よ
り
商
業

エ
リ
ア
の
売
上
高
や
客
数
は
前
年
比

約
１
９
０
％（
２
０
２
４
年
７
〜
11
月

実
績
）と
好
調
」（
平
岡
氏
）で
、「
青

森
駅
前
の
歩
行
者
通
行
量
も
前
年
比

１
５
０
％
以
上（
２
０
２
４
年
６
月
末
実

績
）と
な
り
、Ｊ
Ｒ
青
森
駅
東
口
ビ
ル
開

業
に
よ
り
周
辺
の
交
流
人
口
が
増
え
て

い
ま
す
」（
牧
氏
）と
言
い
ま
す
。

設
備
の
維
持・管
理
に
つ
い
て
は「
適

切
な
コ
ス
ト
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
で
機

能
を
維
持
す
る『
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
館
』

に
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
」と
牧

氏
。平
岡
氏
は「
お
客
さ
ま
が
心
地
よ

く
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
安
全・

安
心
が
大
前
提
で
、巡
回
時
に
異
常
が

な
い
か
を
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
」と

語
り
ま
す
。

将
来
に
向
け
て
は「
入
居
者
の
皆
さ

ま
と
連
携
し
な
が
ら
、地
域
の
ご
利
用

者
に
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
、そ
し

て
誇
り
に
思
って
い
た
だ
け
る
ビ
ル
を
目

指
し
て
い
き
た
い
」（
牧
氏
）、「
駅
周
辺

の
施
設
も
巻
き
込
ん
だ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
な
ど
で
、お
客
さ
ま
と
の
距
離
を

ど
ん
ど
ん
縮
め
て
い
き
た
い
」（
平
岡
氏
）

と
語
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
12
月
〜
２
０
２
６
年
３

月
ま
で
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
青
森
県
、Ｊ
Ｒ

北
海
道
の
道
南
エ
リ
ア
が「
重
点
共
創
エ

リ
ア
※2
」に
指
定
さ
れ
、地
域
の
観
光
資

源
を
生
か
し
た
催
し
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、今
年
は
青
森
開
港
４
０
０

年
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
さ
れ
て
お

り
、賑
わ
い
の
拠
点
と
し
て
同
ビ
ル
へ
の

期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

三菱電機ビルソリューションズ
北日本支社
営業部　営業二課

小野村 卓也

担当者からのメッセージ

　北東北エリアを中心に新設昇降機の営業を

担当しています。今回は青森駅を中心としたコ

ンパクトシティーの核となるビルの安全・安心・

快適な空間づくりに携わることができ、私自身に

とっても貴重な経験となりました。ホテル側のエ

レベーターについては、乗場やかご室の意匠で

重厚感のあるイメージを実現しました。また、納

期に遅れることなく昇降機を設置することがで

きました。今後もさまざまな暮らしの空間にお

けるお客さまの課題解決に貢献する提案を目指

していきます。

▲「LOVINA」のリニューアルに合わせてエスカレーターを改修

▲「LOVINA」のエレベーターは施設との統一感に配慮した木調
デザイン

Customer's Voice
カスタマー・ボイス

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
館
」が
目
標

「
重
点
共
創
エ
リ
ア
」指
定
を
生
か
す

※1  カラーステンレスの表面に研磨模様を付けた意匠
※2  地域とJR東日本グループが一体となって地域共創施策を重点的に実施し、交流人口・関係人口の拡大を目指す取り組み
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ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ・
ビ
ル
I
o
T
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「V
ille-feuille

®

（
ヴ
ィ
ル
フ
ィ
ー
ユ
）※1
」を
活
用
し
た

「
ロ
ボ
ッ
ト
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
」の
新
機
能
と
し
て
、ビ

ル
内
で
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト（
以
下
ロ
ボ
ッ
ト
）が
安
全
か
つ

ス
ム
ー
ズ
に
運
行
す
る
た
め
の「
ロ
ボ
ッ
ト
管
制
※2

」と
、

複
数
種
類・複
数
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
一
元
的
に
監
視
す
る「
ロ

ボ
ッ
ト
統
合
監
視
」を
開
発
し
、提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

近
年
、少
子
高
齢
化
に
伴
う
労
働
力
不
足
を
受
け
、ビ
ル

内
の
搬
送
、警
備
、清
掃
な
ど
の
業
務
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト

の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。今
後
、ロ
ボ
ッ
ト
が
担
う
業
務

の
拡
大
や
利
用
推
進
に
よ
り
、導
入
台
数
の
増
加
が
見
込

ま
れ
ま
す
が
、ビ
ル
内
で
複
数
種
類
・
複
数
台
の
ロ
ボ
ッ
ト

を
同
時
に
運
用
す
る
に
は
次
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

今
回
開
発
し
た「
ロ
ボ
ッ
ト
管
制
」機
能
に
よ
り
、ビ
ル

内
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
同
士
の
衝
突
や
対
面
で
の
膠
着
な

ど
の
事
故
の
回
避
が
可
能
に
な
り
ま
す
。ま
た「
ロ
ボ
ッ
ト

統
合
監
視
」機
能
で
は
、ビ
ル
管
理
者
が
P
C
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
か
ら
複
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
位
置
や
稼
働
状
況
、異

常
な
ど
を
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
画
面
上
で
一
元
的
に
監
視
で
き

る
た
め
、ロ
ボ
ッ
ト
の
管
理
業
務
の
効
率
化
や
省
力
化
に
貢

献
し
ま
す
。

4
月
か
ら
新
デ
ザ
イ
ン
の
作
業
服
を

順
次
着
用
開
始

〜
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
に
対
応
し
た

多
機
能
性
作
業
服
に
デ
ザ
イ
ン・仕
様
を
統
一
〜

複
数
種
類
・
複
数
台
の
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
の

統
合
管
理
を
提
供
開
始

当
社
で
は
、開
発・製
造・工
事・保
守
な
ど
業
務
内

容
に
よ
り
作
業
服
の
デ
ザ
イ
ン
や
機
能
が
異
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、全
部
門
で
対
応
可
能
な
多
機
能
性
を

有
し
た
新
作
業
服
を
製
作
し
ま
し
た
。本
年
4
月
か

ら
順
次
着
用
を
開
始
し
、2
0
2
7
年
3
月
ま
で
に

統
一
し
て
い
き
ま
す
。

新
作
業
服
は
、お
客
さ
ま
が
ご
覧
に
な
っ
た
際
の

統
一
感
や
、全
従
業
員
の
一
体
感
の
醸
成
を
目
的

に
、業
務
内
容
に
関
わ
ら
ず
新
デ
ザ
イ
ン
に
統
一
し

ま
し
た
。ま
た
、職
場
で
働
く
従
業
員
の
声
を
反
映

し
、ど
の
業
種
・
作
業
環
境
に
も
適
合
す
る
よ
う
ポ

ケ
ッ
ト
の
位
置
を
工
夫
し
、夏
服
に
は
通
気
性
、冬
服

に
は
保
温
性
に
優
れ
た
伸
縮
性
の
高
い
生
地
を
採

用
す
る
こ
と
で
、機
能
性
、安
全
性
、快
適
性
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
従
業
員
一
丸
と
な
り
、お
客
さ
ま
へ

の
安
全・安
心・快
適
な
製
品・サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

2025 SPRING Vol.13NEWS
各
々
自
律
的
に
移
動
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
同
士
の
衝

突
に
よ
る
稼
働
率
低
下
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
損
傷
、狭

い
通
路
や
交
差
通
路
に
お
け
る
対
面
で
の
膠
着

に
よ
る
稼
働
効
率
の
低
下

監
視
対
象
の
ロ
ボ
ッ
ト
種
別
や
台
数
の
増
加
に

よ
る
、管
理
者
の
監
視
業
務
の
煩
雑
化
や
負
荷
の

増
加

課題
❶

課題
❷

ビル内のロボットの稼働効率向上と管理者の業務省力化に貢献

ロボット移動支援サービスイメージ

こ
う
ち
ゃ
く

狭路、交差路におけるロボット同士の
衝突や対面膠着の回避

ロボット管制

ロボット統合監視

エレベーター連携

わかりやすいグラフィックモニター表示で、
ビル内のロボットを一元監視

ロボットのビル内での
自由な縦移動をサポート

入退室管理システム連携

セキュリティーエリアの
出入りをサポート

ビル内のロボットを一元監視

NEW!

NEW!

エレベーター、空調、照明、ロボット、入退
室管理システムなどのさまざまなビル内
設備の稼働データやセンシングデータな
どを収集・蓄積し、データ処理を行うIoT プラットフォーム。
https://www.MEBS.co.jp/smartcity-buildsolution/ville-feuille/energy-management/
複数のロボットが通行する可能性のある箇所を調停エリアとして設定することで、その
エリアへのロボットの進入可否を判断し、通行または待機を指示。
各ロボットに対して通行の優先度も設定でき、複数種類・複数台のロボットを安全かつ
スムーズに運行可能。

※１

※２
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少
し
お
し
ゃ
れ
な
老
眼
鏡

老
眼
が
進
み
、
新
し
く
少
し
お
し
ゃ
れ
な

老
眼
鏡
に
買
い
換
え
ま
し
た
。
気
分
爽
快

で
、
読
書
の
時
間
も
増
え
ま
し
た
。

（
山
形
県
・
武
田
さ
ん
）

Ａ
Ｉ
機
能
が
付
い
た
冷
蔵
庫

15
年
使
い
続
け
た
冷
蔵
庫
を
つ
い
に
買
い

換
え
、
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
な
ん
と
Ａ
Ｉ
機
能
が

付
い
て
い
て
エ
コ
判
定
ま
で
し
て
く
れ
ま

す
。
し
か
し
、
ど
う
や
っ
て
も
（
節
電
レ

ベ
ル
を
表
す
）
星
が
１
つ
か
ら
増
え
ま
せ

ん
。
一
体
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
…
…
。

（
東
京
都
・
鈴
木
さ
ん
）

燃
費
の
い
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
買
い
ま
し
た
。

２
５
０
０
㏄
で
、
春
秋
の
エ
ア
コ
ン
を
使

わ
な
い
と
き
は
18
㎞
／
ℓ
走
り
ま
す
。
ガ

ソ
リ
ン
価
格
が
高
い
折
、助
か
っ
て
い
ま
す
。

（
長
野
県
・
山
口
さ
ん
）

伝言板
お客さまからのお便り

Co
mm

unication

mm

unicationnication

C oC oo mo m
mmmmmmm
mmmmum u

uuuunun
n in iic
attttitit oioiooonononnn

ビルや施設などの設備についてご
相談・ご要望などがございました
ら、とじ込みはがきにご記入の上、
お送りください。

愛
犬
も
く
つ
ろ
ぐ
リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ
ァ

子
供
が
大
き
く
な
り
、
リ
ビ
ン
グ
で
遊
ぶ

こ
と
も
な
く
な
っ
た
の
で
、
念
願
の
ソ
フ
ァ

を
購
入
し
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
お
茶
を
飲

め
る
し
、
じ
っ
く
り
テ
レ
ビ
で
映
画
を
見

た
り
も
で
き
る
し
、
最
高
で
す
。
で
も
、

１
日
の
う
ち
で
一
番
ソ
フ
ァ
に
陣
取
り
、

く
つ
ろ
い
で
い
る
の
は
愛
犬
で
す
。
今
日

も
ソ
フ
ァ
の
上
で
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
寝

て
い
ま
す
。
見
て
い
る
こ
ち
ら
も
う
れ
し

く
な
り
ま
す
。

（
愛
知
県
・
中
田
さ
ん
）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の
コ
ー
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
出
か
け
た
際
に
、

気
に
入
っ
た
パ
ー
プ
ル
の
コ
ー
ト
を
見
つ

け
ま
し
た
。
店
員
さ
ん
に
「
着
て
帰
り
ま

す
」
と
伝
え
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
気
付
か

な
い
う
ち
に
会
計
を
済
ま
せ
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。
最
初
は
「
申
し
訳
な
い
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
最
後
に
は
喜
ん
で

も
ら
え
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

（
大
阪
府
・
小
上
屋
さ
ん
）

髪
が
増
え
た
？
頭
皮
マ
ッ
サ
ー
ジ
ブ
ラ
シ

こ
の
と
こ
ろ
髪
が
薄
く
な
り
、
そ
れ
を
気

に
し
て
い
た
た
め
「
頭
皮
マ
ッ
サ
ー
ジ
ブ

ラ
シ
」
を
購
入
。
ま
だ
３
カ
月
し
か
た
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
幾
分
増
え
た
感
じ
が
あ

り
ま
す
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
さ
さ
や
か
な

楽
し
み
で
す
。

（
島
根
県
・
古
志
さ
ん
）

ヨ
ウ
ム
※
の
た
め
の
爪
研
ぎ
グ
ッ
ズ

21
歳
の
ヨ
ウ
ム
の
女
の
子
の
た
め
に
買
っ

た
、
軽
石
の
爪
研
ぎ
グ
ッ
ズ
で
す
。
本
人

が
気
に
入
っ
て
く
れ
た
の
で
、
爪
が
研
げ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ウ
ロ
コ
イ
ン
コ

に
も
同
じ
物
を
買
い
ま
し
た
が
、
そ
ち
ら

は
軽
石
に
乗
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

（
広
島
県
・
隅
田
さ
ん
）

楽
に
寝
起
き
が
で
き
る
ベ
ッ
ド

買
っ
て
よ
か
っ
た
の
は
ベ
ッ
ド
で
す
。
部
屋

の
ス
ペ
ー
ス
は
と
り
ま
す
が
、
寝
起
き
の

楽
な
こ
と
…
…
。
こ
れ
な
ら
も
っ
と
早
く

購
入
す
べ
き
で
し
た
。
暑
さ
寒
さ
も
知
ら

ず
、
腰
痛
も
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
過
ご
せ
て

い
ま
す
。

（
福
岡
県
・
大
原
さ
ん
）

今回のテーマ

最近買って
よかったもの

※大型インコの一種



  

正解 

アワジシマ

ナ リ コ マ 　 カ ン ユ ウ

ン 　 ミ ト ン 　 カ ク ウ
ル ス 　 オ ト ト シ 　 ハ

マ 　 ア シ ア ト 　 ミ チ
ツ ラ ラ 　 レ キ シ 　 ガ

　 オ タ マ ジ ヤ ク シ
バ イ 　 コ ン 　 タ イ ワ

イ ネ ム リ 　 リ ツ タ イ

マ ン タ 　 メ ド 　 ヨ コ

『Fika!』 
Vol.12

クロスワードパズル

解答

23

★本誌とじ込みハガキに解答を
　ご記入の上お送りください。
★正解は次号で発表します。
★正解者の中から抽選で30名様
　に図書カードを進呈します。
★当選者の発表は賞品の発送を
　もって代えさせていただきます。
★「伝言板」もご記入ください。　
　掲載された方には図書カードを
　進呈します。

CROSS WORD PUZZLE

ヨコのカギ

タ
テ
の
カ
ギ

  1 会社の来客応対をする部屋
  2 ヒラメによく似た形の魚
  3 テーブルテニスとも呼ぶスポーツ
  4 年のはじめ
  5 空想科学小説のこと
  6 借りたお金に付けて返す
10  「１杯、２杯…」と数える海の幸
12 国産ブランドだと今治が有名
15 メノウ、サンゴ、貝殻などに浮き彫りを
　　 施した装飾品
17 七福神の一神で、打ち手の小槌を持ち、
　　 米俵の上に乗っている神様
18 バッハやベートーベンの出身国
19 浴室の手前に設ける着替えスペース
21 スタンドで車に給油
23 ＿＿級、＿＿店、＿＿糖
25 随筆はエッセー、詩は？
27 ラスト＿＿、劇的な＿＿ 
28 背に＿＿はかえられぬ

  1  相撲の年寄で、部屋を営む人
  4  睡眠中にゴロリと打つ
  7  ダンス、ピアノ、バレエなどの稽古
  8  板前が握る日本料理といえば
  9  宗教的に神聖な場所
11 版画はこれにそって板を彫刻刀で彫る
13 刀剣などの手で握る部分
14 ＿＿材、＿＿暖房
16 神社や寺でいただく護符
18 オリンピックで３位になった証し
20 動物のオスとメスの一対
22 甲＿＿付けがたい出来栄え
23 力士が足を上げ下げして行う準備運動
24  「＿＿を向く」とは、知らん顔をすること
26 ＿＿足りて礼節を知る
28 昔話で、一寸法師の武器といえば
29 ドラマ撮影でセリフを間違えて出す
30 無作為。＿＿に選ぶ 
31 四駆は＿＿駆動の略 

  応募締切
  2025年5月31日（土）
［当日消印有効］

Vol.13
2025
SPRING

本誌名「Fika!」は「お茶をする（スウェーデン語）」と
いう意味です。お茶と一緒に本誌を手に取って一息
ついていただけたら幸いです。

越前漆器の産地で生まれた、青色と木の
食器というこれまでにない組み合わせの
「Kyutarou BLUE」シリーズ。透明の塗り
と青色の半透明の塗りにより、青と木目
が織りなすグラデーションが美しい。写真
は濃淡２色の青色を片面、両面の塗りで
選べる丸皿のシリーズ。
（撮影協力／曽明漆器店）

青色×木の器 「K
キ ュ ウ タ ロ ウ

yutarou B
ブ ル ー

LUE」

Contents
トラベル・スケッチ　福井 …………
毎日元気に！  快眠習慣 ………………
ザ・スペシャリスト …………………
　運動生理学者  谷本道哉さん
久住昌之の口福飯 ……………………
日本の神様めぐり……………………
未来へつなぐ技術への挑戦 …………
カスタマー・ボイス …………………
　新設エレベーター・
　エスカレーターの導入
NEWS  …………………………………
伝言板 …………………………………
クロスワードパズル …………………
二十四節気 日本の風物詩 ……………

2
9
10

12
14
16
18

21
22
23
24

「Fika！」の最新号が公式WEBサイト
でも閲覧できるようになりました。
https://www.MEBS.co.jp/

▼

※写真はイメージです

鯖
江（
福
井
県
）の
地
場
産
業

○
○
○
○
○
○
○

ヨコとタテのカギを参考にして、マス目に単語を書き入れていきます。
二重ワク内の文字を、ABC順に並べると、一つの言葉が現れます。

応 募 要 項

▼

※写真はイメージです

本誌の送付に関するご変更は、ご担当地域の事業所、もしくは本誌とじ込みハガキでご連絡をお願いいたします。

表紙写真



立
夏

「
こ
い
の
ぼ
り
」

次
第
に
夏
め
い
て
き
て
、気
持
ち
の
よ
い
五
月
晴
れ
の
頃
。

五
節
句
の
一
つ「
端
午
の
節
句
」は
、五
月
人
形
や
こ
い
の

ぼ
り
を
飾
っ
て
男
児
の
成
長
を
祝
う
。

青
空
を
、吹
き
流
し
の
下
に
真
鯉
、緋
鯉
、子
鯉
と
大
き

な
順
に
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
は
、子
供
に
鯉
の
よ
う
に
元
気

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
を
込
め
て
庭
先
に
飾
ら
れ
て
き

た
。近
年
は
少
子
化
や
住
宅
事
情
の
変
化
か
ら
、民
家

の
庭
に「
屋
根
よ
り
高
い
こ
い
の
ぼ
り
」が
泳
ぐ
姿
を
見

る
こ
と
は
少
な
く
な
り
、ベ
ラ
ン
ダ
や
玄
関
脇
な
ど
に
飾

る
小
型
の
こ
い
の
ぼ
り
が
増
え
て
い
る
。

い
つ
の
時
代
に
な
っ
て
も
、こ
の
よ
う
な
風
習
が
大
事
に

受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

冬至

大雪 春分

小雪

立冬 穀雨

霜降 立夏

清明

寒露 小満

秋分 芒種

大寒 立春

大暑立秋
小暑

小寒 雨水

処暑

啓蟄

白露 夏至
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春

夏

冬

秋

こいのぼり

り
っ
か

二
十
四
節
気
日
本
の
風
物
詩

久
保
修
の
切
り
絵
の
世
界

第
16
回

大学の建築科在学中に切り絵を始める。ニューヨーク、スペイン、ポルトガルなど海外各地で切り絵を通じて日本文化を
伝える活動を行う。日米桜寄贈100周年記念事業（2012年）においてニューヨーク/エンパイアステートビルで展示
会。国内外における個展開催、作品集の出版多数。2018年久保修切り絵ミュージアムオープン（大阪府豊中市）。
2019年山口県文化功労賞受賞、文化庁長官表彰、2024年外務大臣表彰を受ける。２０２５年７月19日から８月31
日まで、青森県東奥日報新町ビルNew'sホールにて展覧会開催。

KUBO Shu
切り絵画家

二十四節気
1年を春夏秋冬の4つの季節に分け、さらに
それぞれを6つに分けた二十四の暦の言葉。

にじゅうしせっき

撮影：タカオカ邦彦

ま

ご
い

じ
ん
じ
つ

し
ち
せ
き

ち
ょ
う
よ
う

じ
ょ
う
し

ひ

ご
い

こ

ご
い

※

た
ん

ご

※
1
月
７
日
の
人
日
、3
月
3
日
の
上
巳
、5
月
5
日
の
端
午
、7
月
7
日
の
七
夕
、

　
9
月
9
日
の
重
陽
の
５
つ
の
節
句
の
こ
と
。
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